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1. 自治体の課題と本調査の目的
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 杉並区が抱える課題と本調査の目的  業務の実施フロー

【杉並区の課題】

●宅地が大部分を占める杉並区でGIを推進するため
には、区民の主体的な関わりや協働が必要

●区民が必要な情報を得ようとした場合、GIは関連
情報が多岐に亘るため、すぐに入手できないこと
が課題

●さらに杉並区が問い合わせを受けた際、人員不足
や公平性の観点から迅速・的確な回答ができない
ことも課題。団体間の横の繋がりも生まれにくい

【実施目的】

本調査は、一元的な情報基盤整備（場づくり）、
官民・団体間の連携の橋渡し役となる中間支援組織
づくりを検討することを目的とした。



２. 民間からの提案内容
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【課題解決に向けた提案概要】

①一元的な情報基盤整備（場づくり）
②情報基盤を用いた中間支援組織の試行によるGI推進



【具体的な検討内容①：一元的な情報基盤整備】

3

項目 実施概要 成果・課題

（１）相談窓口の開設
グリーンインフラ用の意見交換・マッチ

ング可能な掲示板、活動共有MAP、相談窓
口をまとめて開設･運用し一元管理していく。

・10月27日にすぎなみプラスに「地域のグリー
ンインフラの輪を広げよう」を開設した。

・記事を投稿し、GIの紹介を開始した。
・個別相談窓口を設けて、相談5件を受けた。
そのうち4件に対応。

・すぎなみプラスを活用したWEB上での相談窓口
を開設した。

・フォロー登録者数：175人（1/8時点）
・期間限定のため2月19日で閉鎖とした。

（２）専門家派遣制度の検討
相談窓口への問い合わせに対する技術相

談や指導対応のほか、区民向けの指導などを
実施する制度を検討する。

・GIに必要な専門知識ごとに連携する専門家リス
トを作成。

・相談に対応できるようヒアリングシートを作成
・現場を引き継げるようカルテの作成も検討。

・専門家リストを作成した。
・相談窓口のヒアリングシート、事例カルテ、メ
ンテナンスチェック事項などの整理と様式化を
行った。

（３）MAP作成・公開
雨庭ポテンシャルや実施箇所等の情報を

MAP化しWebアプリで閲覧できる環境を構
築する。

・Googlemapを活用してMAPを制作。
・基盤情報として、地形、流域界、浸水実績、
浸水想定ハザードマップの状況を掲載し、
その上にGIの事例を解説付きで表示できる
ようにした。

・GIの広がりを事例数で見える化すること、実施
しようとしたときに参考となる事例を確認でき
ること、雨水の流れや地形から雨庭の適地を検
討できるマップを作成した。

・事例の追加などがしやすいマップとした。

（４）認証制度の作成
雨庭認定制度の事例を踏まえ、杉並区版

の雨庭認定制度を設立する。

・認証制度を行うには事例数が少なく、杉並区
のみの認証制度では効果も低くなると考え、
GIを広げることを念頭に登録制度とした。

・登録時にランクをつけて、ランクに応じた
なみすけステッカーを配布する仕組みとした。

・登録制度の考え方を整理し、実施の手順なども
整理。

・インフラの場だけでなく、人の登録も追加し、
ネットワークの形成を図れるものとした。

・ただし、区での制度の立ち上げは困難
⇒官民連携などでの対応が必要となる。

（５）体験の場の提供
学校や公園、区の施設を候補として見学

可能な雨庭を造成。廃校なども候補として、
集える場づくりを検討する。

・グリーンインフラを体験して理解をしてもら
える場として、善福寺川発見（10/19）と
青空ワークショップ（12/6)を企画、開催した。

・浸透実験により、地面の浸透の違いを体感して
理解してもらうことができた。

・来園者に向けて、豪雨による浸水や合流式下水
道の課題を伝え、雨庭のメンテナンスを体験し
てもらうことができた。
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・サイトの選択：杉並区では、すでに区民発信の情報共有サイト「すぎなみプラス」が運用されていた。

これを使うことで認知があり、かつ区民の中間支援組織による運用・管理が可能と考えた。 ⇒採用

・サイトの機能：相談窓口のほか、情報発信、グリーンインフラMAPなどを全て集約。 ⇒情報の一元管理を達成！

・運用結果（半年）：フォロワー：209人 関心がある人：946人 https://mygroove.city/organizations/11/projects/79

（１）相談窓口の開設

情報発信

相談窓口①

相談窓口②

GIマップ

体験の場イベント

【成果】



・荒しへの対応、書き込みに対して迅速に第一報を回答する体制づくりが必要。
・問い合わせに対して、アドバイスや施工を行うことで費用が生じた場合は営利利用となる。
・中間支援組織の資金確保策としては推奨したい取組の一つ。
・一方、すぎなみプラスは営利利用ができないため、この場合は区との契約関係にない別サイトを準備する必要がある。 5

・相談窓口：気軽に相談できる【ちょこっと質問】、専門家に相談できる【しっかり相談】を開設

（１）相談窓口の開設

【課題】

✓素朴な疑問、今更聞けない質問、思いつきの質問など
✓匿名を認めた掲示板にて、とにかく興味人口を増やす

✓本気でグリーンインフラ（雨庭）を導入したい人
✓フォームにて実名、メアドでの具体的な問合せに対応



（２）専門家派遣制度の検討
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 専門家リスト  ヒアリングシート

 整備・維持管理カルテ

・GIには付加したい要素によって様々な専門性が求められるため、分野を整理し、その専門家リストを作成。
・相談があった場合に、中間支援組織を通じて、専門家との連携を提供していく仕組みを検討。 ⇒3/16に実施
・円滑な運用に向けて、相談への対応を想定したヒアリングシート、GIの現場を引き継いで行けるカルテ様式を作成。

・検討した仕組みは素案であり、PDCAによる改善が必要
・持続性確保のため、金銭面の手当のルール化が必要

番号  専門性 内容 要件・資格等 候補者（案） 

1 
雨庭の計画・

デザイン 

現地の表流水や植生、土壌等の状況

を把握した上で、雨庭の設置位置、

集水方法、構造、表面仕上、植栽等

について、景観や人および生物の利

用にも配慮しながら、適切な計画と

デザインが実施できる。 

・雨庭の計画・施工の実績が 4件以上 

・参考資格：雨水デザイナー（特定非

営利活動法人 雨水まちづくりサポ

ート ）、RLA（造園コンサルタント

協会） 

・（風致） 

・（ハビタ） 

2 雨庭の施工 

雨庭の計画案を踏まえて、道具類、

材料を用意し（必要に応じて重機等

手配も含む）、施工を実施すること

ができる。 

また、市民との協働の施工を実施す

ることができる。 

・雨庭の施工の実績が 3 件以上 

・参考資格：造園技能士、造園施工管

理技士 

・講習会を受講 

・（古山庭苑） 

・箱根植木 

・大場造園 

3 

雨庭の施工

の市民協働

コーディネ

ーター 

雨庭を市民と協働で施工するため

の、プログラム企画・運営が実施で

きる。作業のガイダンスやサポー

ト、告知等も含む。 

・自然再生、環境教育、公園づくり等

のコーディネート実績が 5 件以上 

・地域における市民組織での実績 

・（風致） 

・（善福寺川を里川に

カエル会） 

4 

土中環境・生

物生息環境

づくりアド

バイザー 

土中環境や生物多様性のための環

境づくりについてアドバイスがで

きる。 

・土中環境、生物生息環境づくりに関

する実績５年以上 

・（生物多様性ローカ

ルアソシエーション

代表） 

5 植栽管理 
植物をセレクトして植え付け、メン

テナンスができる 

・ガーデナーとしての 5年以上の活動

実績 
  

6 建築士 

建築図面を読み取り、埋設物・配管

等のアドバイスを行う。施工図面を

描く 

・１級建築士 ・（１級建築士） 

7 法律家 
土地の権利関係、書類上の判断。訴

訟対策 

・弁護士 

・行政書士 
  

8 

保険アドバ

イザー、資金

アドバイザ

ー 

財産や怪我などの保険対応。雨庭保

険（住宅の保険安くなる等の開発）。

環境住宅認定、資金集め等 

・ファイナンシャルプランナー  

・保険資格 

・財源補助金申請得意な人 

  

9 

地域の歴史

／景観／ラ

ンドスケー

プ 

地域のランドスケープ・地形・景観・

歴史の専門家。フィールドワーク実

施 

・郷土史の専門家 

・地域の地形、水系の専門家 

・郷土史家 

・地形の専門家 

10 
広報アドバ

イザー 

SNS発信、ターゲット選定、窓口業

務 
・広報としての５年以上の実績   

 

番号 確認項目（大） 確認項目（中） 確認事項 実施メンテナンス 

1 

表面の状況 

・水の流出痕跡 
導水部、周辺に表流水が流れた痕

跡、微地形の変化があるか 
導水する微地形の形成 

2 ・堆積物 
導水部、雨庭に堆積物があるかどう

か 

導水部や浸透部に堆積した土

壌、落ち葉、ゴミなどの撤去 

3 ・表面の硬さ 
踏圧等で表面が施工箇所以外と同等

程度に固まっているかどうか 
表面をほぐす、点穴の形成 

4 ・浸透部の状況 
浸透部が泥や異物で目詰まりしてい

るかどうか 

浸透部の目詰まりを可能な範囲

で撤去 

5 

植生の状況 

・植生の維持 
植え付けした植生が維持されている

かどうか 
新規植生の追加の検討 

6 ・植生の根の発達 
植え付けした植生の根が発達してい

るかどうか 
  

7 ・植物の侵入 

植え付けした植生以外にどのような

植物が侵入し、どれぐらい繁茂して

いるか。外来種等が含まえれていな

いか 

外来種や問題となる植物の撤去 

8 利用生物の状況   
昆虫、鳥類、水生生物等で雨庭を利

用する出現種があるか 
  

9 浸透能の状況   
簡易ダブルリング式等で表面の浸透

能を測定する 
  

10 サイン等の状況   
サイン等の付属施設が破損、劣化し

ていないか 

劣化したサインの交換、破損箇

所の修繕 

 

【課題】

【成果】
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https://www.google.com/maps/d/edit?mid=15Htorx4Dy9QViTwt0eKo1Nth5PaLd3Q&usp=sharing

（３）MAP作成・公開

・運用しやすいように、フリーのGooglemapを活用してMAPを制作。
・どこに造成するべきか、効果的な場所がわかるように必要情報を地形、流域界、浸水実績、浸水想定ハザードマップ
の状況をマップ上に掲載し、その上に先行して造成されたGI事例を解説付きで表示できるようにした。

・区民自身の取組発信アピール、後続者が先行事例を見て学べるように、造成した雨庭を随時追加できるようにした。

＜システム＞
・Googlemapを活用するとレイヤーが10に限定される
＜運用＞
・更新をタイミングよく実施して活用していく必要がある。
⇒運用を区から中間支援組織などへ委託することで更新頻度を上げることが必要。
登録制度とも連動させて、更新頻度を維持しながら運用させることが必要。

【課題】

【成果】

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=15Htorx4Dy9QViTwt0eKo1Nth5PaLd3Q&usp=sharing
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（４）認証制度の作成

・認証制度を行う際、事例数が少ないと形骸化する恐れがある。杉並区のみの認証制度では事例数が少なく、インセン
ティブの効果も低くなると考えられ、検討の結果、今回はGIを広く普及させることを念頭においた「登録制度」とした。

・登録時の付加機能数でのランクに応じ、人気のある「なみすけ」のステッカーを配布する仕組みを検討した。

・区民のやる気に繋がるようにプレミアムステッカーの作成、事例マップでの周知を具体化を進めていく
・ただし、ステッカーの転売規制、事例マップへの登録可否の管理を踏まえた運用化を進めることが必要
・造成後も機能が続くよう維持管理を登録条件に加え、事例マップに更新情報をアップし、管理する仕組みが必要
・お手入れ方法の情報配信、交流の場の提供により、登録者が愉しみながら維持管理を継続できる仕掛けが必要

【課題】

【成果】
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（５）体験の場の提供

・情報共有の場（インターネットの仮想空間）だけでは、造成方法や効果を体感できず理解しにくい恐れがある。
・そのため、実際に雨庭の造成を体験し、グリーンインフラの理解を深められるようにリアルの場も提供した。
・善福寺川発見（10/19）と青空ワークショップ（12/6)を企画、開催した。

・誰でも参加でき、かつ後日、復習に訪れることも可能な公共空間が良いと考え、公園でのイベントを開催。
・学校や相談窓口からの問合せで造成することとなった場合は、適宜体験の場としての取組が可能かを相談。

・ターゲットを見据えた体験の場の設定が必要。
・区民に広く参加の機会を提供できるように、区内の様々
な地区での展開が必要。

・開催箇所や回数の増加に伴い運営体制の強化が必要。
⇒指導できるスタッフの育成
⇒登録制度「あめにわのわ」メンバーの参画と連携

・運営体制の強化にあたり、GIの思想や杉並区の課題や現
状の理解を促す研修会の開催も必要。

【課題】

【成果】



【具体的な検討内容②：包括管理・運営の提供】
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項目 実施概要 成果・課題

（１）中間支援組織の発掘
中間支援組織に求められる役割や能

力をもとに団体を選定する。

・R7.3作成の杉並区グリーンインフラビジョ
ンをもとに、中間支援組織に求められる役
割や能力を整理した。

・GIへの理解が深く、地域や専門家とのネット 
ワークもある組織として、「一般社団法人風
致」を発掘し、連携した。
・中間支援組織とともに杉並区のグリーンイン
フラの定義、キャッチフレーズを検討して設
定した。

（２）運営調整
実施方針①の検討内容、及び中間支

援の発掘結果を踏まえ、中間支援組織
による運営の試行を行う。

・本検討全般の調整。
・相談窓口開設、体験の場、その他の議論等を
重ね、中間支援組織による運営を試行した。

・計画した内容について試行した。
・一部、更なる課題が残り、今後対応していく
必要がある。

（３）資金確保の仕組みづくり
中間支援組織としての活動を行うた

めの資金確保の仕組みを検討する。

・資金確保（案）の提案、協議を行った。
・中間支援組織の役割を果たすための資金確保、
今回連携している風致単体のビジネスプラ
ンについて議論。

・専門家派遣費用、相談窓口の対応など

・中間支援組織として、専門家派遣、相談窓口
の対応で対価を得ることや、研修会、スタ
ディツアーの企画運営で参加費を得ること
を想定。
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（１）中間支援組織の発掘 （２）運営調整

・R7.3作成の杉並区グリーンインフラビジョンをもとに、中間支援組織に求められる役割や能力を整理。
・候補となる団体を区の登録団体やｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗﾈｯﾄﾜｰｸｼﾞｬﾊﾟﾝ登録団体から整理し、相応しい団体を選定 …（一社）風致
・風致とともに杉並区のグリーンインフラの定義、キャッチフレーズを検討して設定した。
・中間支援組織による運営の試行として、相談窓口開設、体験の場、その他の運営方法などを具体的に検討した。

・専門性を有する
・機動力を有する
・人材ネットワークを有する
・地域性を有する
・関係者を目指すビジョンに誘導し束ねる力

 杉並区のGI推進に求められる中間支援組織の能力

・今期、試行してみた課題について、改善案を検討し、継続的に試行す
ることで、仕組みを作り上げていく必要がある。

・今後、複数の団体を束ねる役割を担い、コーディネートを行う際には
中立性が求められる。

過年度に区民で
話し合った
GIビジョン

 検討内容①の運営を実際に試行

中間支援組織

地域の核と
なる団体・人地域の核と

なる団体・人

地域の人

地域の人

区民

行政・杉並区

専門家 企業

・区と民間で連携することでお互いを補完できることがわかった。
①区が入ることで相談窓口の信頼度を確保できた。
②風致が間に入ることでかみ砕いてGIを説明でき、区民と行政の
橋渡しができた。

【課題】

【成果】
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（３）資金確保の仕組みづくり

・資金確保（案）の提案、協議を行った。
・中間支援組織の役割を果たすための資金確保、今回連携している風致単体の収益確保策について議論。
・専門家派遣費用、相談窓口の対応などで対価を得る仕組みを検討。

資金の確保は多様なルート
を持つことが必要。

・創業支援 助成金の申請
・専門家との連携

（専門家派遣）
・個別の相談･依頼
・杉並区との連携事業 など

・中間支援組織の活動
の範囲内で、固定して
得られる収入源を探し、
確立させる必要がある。

支援希望者

中間支援織 専門家

依頼 専門家紹介

依頼

支援相談 支援

中間支援組織
報告

報酬

手順

報酬

相談窓口への対応･専門家の派遣

活動収入
研修会･イベント･
スタディツアー

業務委託

参加費

中
間
支
援
組
織

研修会･
イベント
開催 利

用
者

成果報告

中
間
支
援
組
織

支援 利
用
者

行
政
・
杉
並
区

委託費

その他
・補助金･助成金（初期）
・クラウドファンディング
（単発のイベントなど）

・寄付
・物品販売（製品開発）

など

【課題】

【成果】



３. 今後の事業展開

13

 事業化に向けたスケジュール（案）

・R7年度は本モデリング事業にて実施
・R8～R9年度は自治体からの委託とともに仕組化を行う
・R10年度以降、フェーズ２として自立を目指す
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項目 課題 ポイント

１（１）相談窓口の開設
グリーンインフラ用の意見交換・マッチン

グ可能な掲示板、活動共有MAP、相談窓口を
まとめて開設･運用し一元管理していく。

・中間支援組織が窓口を担う場合には、組織の
信頼度が必要

・存在を効率的に知らせるための広報が必要
・相談内容は区民の理解度によって異なるため
気軽な相談と専門的な相談の窓口が必要

・自治体名を出して連携していることを示す。
※杉並区の場合、既存の仕組みである「すぎな
みプラス」の活用により区との連携を示せた。

・区のLINEを用いることで効率的な広報が可能。
・気軽に聞ける相談窓口（誰でも見られる掲示板
対応）としっかり相談窓口（詳細情報をやりと
りするメール対応）の使い分けが効果的。

１（２）専門家派遣制度の検討
相談窓口への問い合わせに対する技術相談

や指導対応のほか、区民向けの指導などを実施
する制度を検討する。

・様々なGI機能の分野に合致した専門家のリス
トアップが必要

・スムーズな派遣・協力のためには中間支援組
織と専門家との連携の仕組みが必要

・あらかじめ想定されるGI分野と、それぞれにつ
いて専門家を地域で抽出すると連携しやすい。

・中間支援組織が、すでに地域の専門家と繋がり
をもった団体であるとスムーズ。※地域で活動
する複数の団体で共創する方法もある。

１（３）MAP作成・公開
ポテンシャルや実施箇所等の情報をMAP化

しWebアプリにて閲覧環境を構築する。

・普及のため、ネット上に公開することでいつ
でもどこでも確認できる仕組みが必要。

・手軽に更新できる仕組みが必要。
・閲覧者が見たい情報を選べる仕組みが必要。

・Googlemapを利用することで対応が可能。
※GISオンラインソフトもあるが高額

・ただし、Googlemapの場合、レイヤー数の制限
があるため、掲載情報を絞り込むことが必要。

１（４）認証制度の作成
雨庭認定制度の事例を踏まえ、杉並区版の

雨庭認定制度を設立する。

・認証制度の目的、認証を与える組織、認証の
ための審査条件・技術の整備検討が必要。

・金銭的な優遇などの取組意欲を醸成するため
のインセンティブの検討が必要。

・本調査では認証は時期尚早と判断したが、ＧＩ
を広めるためには登録制度も有効な方法の一つ。

・認証制度がないと金銭的な優遇は困難。
・GIマップに公開することでの承認欲求、ゆる
キャラ等のレアグッズの提供は登録制度でも可。

１（５）体験の場の提供
学校や公園、区の施設を候補として見学可

能な雨庭を造成。廃校なども候補として、集え
る場づくりを検討する。

・造成体験したり、既に造成された雨庭を見て
学べる場の提供が必要。

・様々な人がいつでも行けることが必要。
・その場を見て理解してもらうための仕組みづ
くりが必要。

・いつでもアクセスし、見て、触れられる場とし
て公園などの公共の場に設けることが有効。

・GIの機能や作り方を説明する仕組みとして、GI
マップにて情報を掲載するほか、中間支援組織
による体験イベントの企画開催が効果的。

４.他自治体等への横展開にあたってのポイント
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項目 課題 ポイント

２（１）中間支援組織の発掘
中間支援組織に求められる役割や能

力をもとに団体を選定する。

・GIの知見と地域の将来ビジョンを理解し、下
記のような能力を有する団体の発掘が必要。

（専門性、機動力、人材ネットワーク、地域性
関係者を目指すビジョンに誘導し束ねる力）

※ただし、求める機能は自治体ごとに要設定。

・自治体や地域のGIビジョンに応じて中間支援
組織に求める条件が異なるため、まずは求
める条件を整理することが必要。

・そのうえで、自治体に登録している市民団体
やグリーンインフラネットワークジャパン
への参加団体などを検索すると見つけ易い。

２（２）運営調整
実施方針①の検討内容、中間支援組

織の発掘結果を踏まえ、中間支援組織
による運営の試行をサポートする。

・中間支援組織の立ち上げにおいては、支援の
仕組みを検討できる伴走者が必要。

・今回は、本モデリング事業として実施するこ
とができた。

・このように、立ち上げ期においては「支援検
討業務」を委託できると効果的。

２（３）資金確保の仕組みづくり
中間支援組織としての活動を行うた

めの資金の仕組みを検討する。

・中間支援組織が担う役割に応じて、活動資金
を確保する仕組みが必要。

・１つの財源ではなく、複数の財源ルートを確
保しておくことが必要。

・行政からの委託も財源確保の1つ
・ただし、公費にも限界があるため、自立して
いけるように講師謝金、派遣費用、グッズ
販売、指定管理業務、認証登録費、造成に
伴う民間委託契約などを狙うことが効果的。

２（４）中間支援組織による運営試行
・中間支援組織が構築した情報基盤の管理･
運営を担い、相談窓口や体験の場の提供な
どを試行する。

・自治体の役割、中間支援組織の役割などを明
確にしておくことが必要。

・そのうえで、中間支援組織の必要性を整理す
るとともに、それぞれの強みを活かした連
携の仕組みづくりが必要。

・自治体の強み・弱み、中間支援組織の強み・
弱みを整理し、中間支援組織の必要性を再
整理することが必要。

・例えば、自治体は信用がある、中間支援組織
は専門知識と専門家同士のネットワークが
ある。これらを活かした協働運用が効果的。
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検討成果の活用に向けて

⚫ 相談窓口
相談窓口については、行政と区民の間のコミュニケーションを円滑にする「翻訳者」として中間支援組
織が機能しており、各ケースに応じて区民に分かりやすく情報を伝えることができていた。そのため、引
き続き試行していきたい。 また、相談内容の蓄積を図るため、令和８年度においても実施していく予定。

⚫ 専門家派遣
相談窓口への相談を契機として専門家派遣を実施した結果、和田小学校における雨庭・ビオトープづく
りが実現した。専門家と連携することで、雨水タンクや雨庭の材料を迷うことなく準備できたほか、施工
方法についても助言を受けることができ、児童とともに雨庭を整備することができた。 今後もこうした
事例を蓄積しながらグリーンインフラの取組を推進していくため、引き続き試行していきたい。

⚫ GIマップ
GIマップを作成したことで、地図上でグリーンインフラの情報を可視化することができ、情報基盤の一

つが形になったと感じている。一方で、掲載している情報はまだ十分とは言えないため、今後は相談窓口
で得られた相談内容や解決策等を整理し、マップ上に随時反映していきたい。
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検討成果の活用に向けて

⚫ 体験型イベント開催
今回の体験型イベントでは、雨庭の維持管理をイベント形式で実施したことで、公園利用者が「やって
みたい」と感じるきっかけとなり、グリーンインフラを知らない方にも参加・体験してもらうことができ
た。 グリーンインフラを推進していく上で、維持管理は各所で共通する課題であり、本取組はその解決
に向けた有効な手法であると考えられる。今後も手法を検討しながら、引き続き実施していきたい。

⚫ 認証制度
認証制度の実施に向けて必要な課題を整理できたことは、大きな成果であると感じている。一方で、制
度導入に向けては、まずグリーンインフラの取組を区民に広く知ってもらい、相談窓口等の活用を通じて
取組事例を増やしていくことが重要である。 そのうえで、登録制度を含め、改めて制度の在り方を検討
していきたいと考えている。

全体を通じて
今回の検討を通じて、区としての情報基盤の在り方が明確になったことが成果であると考えている。一

定の工夫を加えることで、他自治体においても展開可能な取組であると感じている。 区としては、令和
８年度以降も引き続き検討を進めていく考えであり、検討成果や取組状況については、ホームページ等を
通じて情報発信していきたい。


	スライド 0: 令和７年度　民間提案型官民連携モデリング事業 【グリーン社会の実現　調査テーマ３－B】  　　　　　　グリーンインフラ（GI）に関する 　　　　官民連携の包括管理・運営サービス  　　　　　　　　　　　　最終報告会
	スライド 1: 1. 自治体の課題と本調査の目的
	スライド 2: ２. 民間からの提案内容
	スライド 3: 【具体的な検討内容①：一元的な情報基盤整備】
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: （２）専門家派遣制度の検討
	スライド 7: （３）MAP作成・公開
	スライド 8: （４）認証制度の作成
	スライド 9: （５）体験の場の提供
	スライド 10: 【具体的な検討内容②：包括管理・運営の提供】
	スライド 11: （１）中間支援組織の発掘　（２）運営調整
	スライド 12: （３）資金確保の仕組みづくり
	スライド 13: ３. 今後の事業展開
	スライド 14
	スライド 15: ４.他自治体等への横展開にあたってのポイント
	スライド 16: ５.自治体から検討成果の活用に向けた予定、所感
	スライド 17: ５.自治体から検討成果の活用に向けた予定、所感

